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研究計画（案） 

１．プロジェクト 
22．特定重大事故等対処施設等を考慮した緊急時活動レベル（EAL）見直しに

関する研究 

担当部署 
技術基盤グループ 

シビアアクシデント研究部門 

担当責任者 
舟山京子 安全技術管理官 

新添多聞 技術研究調査官 

２．カテゴリー・

研究分野 
【原子力災害対策・放射線規制等】 M)原子力災害対策 主担当者 

小城 烈 技術研究調査官 

市川竜平 技術研究調査官 

３．背景 

原子力災害対策指針（以下「指針」という。）、その解釈である原子力災害対策指針の緊急事態区分を判断する基準等の解説（以下

「解説」という。）、原子力災害対策特別措置法（以下「原災法」という。）第１０条及び１５条並びにその内容を定めた省令及び規則

において、緊急事態区分（以下「EC」という。）及び緊急事態を判断する緊急時活動レベル（以下「EAL」という。）が定められている。

特定重大事故等対処施設等を踏まえた緊急時活動レベルの見直しの検討チーム（以下「検討チーム」という。）では、EAL 等に関する

中長期的な課題を整理し、その中で、新規制基準を踏まえてオンサイトにおける EAL とオフサイトにおける防護措置の全体の見直し

が必要とされている(1)。 

検討チームでは、①特定重大事故等対処施設等を考慮した EAL 見直し、②事故進展が非常に遅い場合における EAL 及び防護措置の

検討、③EAL のあるべき姿の検討を行う予定である。 

①特定重大事故等対処施設等を考慮した EAL 見直しでは、特定重大事故等対処施設及び多様性拡張設備（以下「特定重大事故等対

処施設等」という。）を踏まえた EAL の見直しの必要性が指摘されている(1)。②事故進展が非常に遅い場合における EAL 及び防護措

置の検討では、これまでの EAL 及び防護措置の検討における標準的な事故の進展が早いシナリオに加えて、新規制基準における炉心

損傷防止対策が失敗し格納容器破損防止対策のみが成功する場合、炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止対策に失敗し管理放出が

行われる場合、格納容器破損に至るが格納容器破損の緩和が一部成功する場合等の事象進展が非常に遅いシナリオ等のオンサイトに

おける EAL とオフサイトにおける防護措置の最適化に取り組む予定である(2)。また、早期大量放出以外のシナリオにおいては、放出

される核種の特徴が異なることから、より実効的な防護措置（避難、屋内退避、安定ヨウ素剤服用等）の枠組みを検討することが重

要であることが指摘されている(1)。③EAL のあるべき姿の検討では、同一 EAL 内の複数判断基準を精査するため判断基準の深刻度の

整理並びに設備ベース及びパラメータベースの EAL の再検討を行う予定である(1)。 

これまでに、規制庁では重大事故時における解析手法の整備を行っており、重大事故時の主要な事故シーケンスにおける特徴の分

析がなされた(3-4)。しかしながら、この研究では緩和操作を考慮しない場合に代表される放射性物質の早期大量放出シナリオ又は放射

性物質の放出を防止するための炉心損傷防止対策、格納容器破損防止対策等の有効性に関する格納容器健全シナリオを主に取り扱っ

ていることから、上述のような特定重大事故等対処施設等を考慮した解析モデルの整備及び部分的な防止対策の失敗や部分的な緩和

操作が考慮されたシナリオの解析手法の整備がなされていない。そのため、特定重大事故等対処施設等及び部分的な緩和操作を含む

重大事故の特徴分析手法の整備を行い、EAL 見直しのための参考事故シナリオの特徴の分析を行うことが重要となる。 

また、これらのシナリオを考慮した EAL の見直しに必要な技術的知見として、同一 EAL内の複数判断基準を精査するため判断基準

の深刻度の整理並びに設備ベース及びパラメータベースの EAL の再検討に関連する国際的な知見の調査を行う必要がある。 

さらに、オンサイトにおける EALとオフサイトにおける防護措置の全体の見直しにおいて、防護措置として避難、屋内退避及び安

定ヨウ素剤服用が考えられるが、上述の重大事故のシナリオにおいて防護措置の対象やタイミングを考慮することで、実施可能な防

護措置の組合せは変化すると考えられる。そこで、EAL 判断基準と防護措置の組合せが線量等に及ぼす影響を検討するための解析手

法を整備し、防護措置の判断の分岐点になり得る要素をオンサイトとオフサイトの両方から検討するための試解析を行うことが重要

となる。 

防護措置の効果を分析する手法としては、これまでに、確率論的環境影響評価コード OSCAAR(5-8)（以下「OSCAAR コード」という。）

に最新知見を活用した屋内退避及び避難のモデル、ヨウ素の環境への放出に係るモデル等を反映した(4)。さらに、原子力災害対策及

び放射線防護に係る施策を検討する上で必要な評価手法の技術的課題を摘出した。オフサイトにおける空間放射線量率等で示される

運用上の介入レベル（以下「OIL」という。）の基準、それらに基づく実効的な防護措置の判断、予防的防護措置を準備する区域（以

下「PAZ」という。）及び緊急防護措置を準備する区域（以下「UPZ」という。）に係る目安範囲も併せて検討することが、防護措置

の効果を整理する上で重要となる。 

 

４．目的 

(1) EALの検討に関する事故シナリオに係る研究 

EAL 設定の適切性の確認手法と EAL の判断に係る技術的な知見を取得するため、特定重大事故等対処施設等を考慮した EAL 見直し

に係るモデルの整備を行うとともに、特定重大事故等対処施設等及び部分的な緩和操作を含む事故進展におけるプラントモデルの整

備及び試解析を行い、EAL の高度化に必要な技術的知見として、事故進展の特徴分析及び着目すべき視点の整理を行う。また、EALの

見直しに関連する国際的な技術根拠の知見を取りまとめる。 

(2)防護措置実施の検討に関するリスク評価研究 

より実効的な防護措置（避難、屋内退避、安定ヨウ素剤服用等）の枠組みを検討するため、EAL 判断基準と防護措置の組合せが線

量等に及ぼす影響を検討するための解析手法を整備し、防護措置の判断の分岐点になり得る要素をオンサイトとオフサイトの両方か

ら検討する。防護措置実施を検討するための参考情報を取得するため、確率論的環境影響評価手法を整備するとともに、防護措置を

適用した確率論的環境影響評価手法を用いた試解析により、防護措置の効果等に係る技術的知見を取得する。 

 

５．知見の活用先 

設計基準対象施設、重大事故等対処施設に加え、特定重大事故等対処施設、多様性拡張設備等を考慮した EAL 判断に必要な技術的

知見は、特定重大事故等対処施設等を考慮した EAL の見直しに活用する。また、原子力災害の中長期対策も含めた防護措置の効果等

に係る技術的知見は、線量異常等に伴う EAL 判断基準、空間放射線量率等で示される OIL 基準、それらに基づく実効的な防護措置の

判断、PAZ 及び UPZ に係る目安範囲等の継続的な改善に活用する。 
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６．安全研究概要 

（始期：Ｒ３年

度） 

（終期：Ｒ７年

度） 

特定重大事故等対処施設等を考慮した EAL の見直しのため、設計基準対象施設、重大事故等対処施設に加え、特定重大事故等対処

施設、多様性拡張設備等を考慮したモデルの整備を行い、複数のシナリオでの試解析を実施し、これらのシナリオの特徴分析を行う。

また、シナリオと防護措置を組み合わせた試解析を行い、EAL の高度化に必要な技術的知見を取りまとめる。また、EALの判断根拠の

整理のため、国際的な EAL の判断根拠、EAL の相互関係等について調査を行う。 

また、原子力災害時における防護措置を適用した確率論的環境影響評価手法を整備し、整備した確率論的環境影響評価手法を用い

た試解析を行い、原子力災害の中長期対策も含めた防護措置の効果等に係る技術的知見を取得する。 

安全研究計画の概要を図 1に示す。 

 

  

図 1 安全研究計画の概要 

 

(1)  EALの検討に関する事故シナリオに係る研究【分類③】 

a. EAL 見直しのための参考事故シナリオの選定及び事象の整

理 

新規制基準における炉心損傷防止対策が失敗し格納容器破

損防止対策のみが成功する場合、炉心損傷に至るが炉心損

傷の緩和が一部成功する場合等の対策によって事故進展が

遅くなるシナリオ及び管理放出が行われる場合、格納容器

破損に至るが格納容器破損の緩和が一部成功する場合等の

非常に事故進展が遅い場合等に関する特徴的なシナリオの

選定方法を整備する。選定されたシナリオについて、事故

進展解析コード MELCOR(9)を用いた解析モデルを整備する。

整備したモデルを用いて、選定されたシナリオの試解析を

行い、EAL到達及び各緊急事態の発出時期、放射性物質の放

出時期、放出される放射性物質の核種等が特徴的となるシ

ナリオについて整理する（図 2）。 

b. EAL 見直しのための参考事故シナリオの解析及び特徴分析

手法の検討 

EAL の見直しのために必要な事故シナリオについて、被ば

く評価を含む解析を実施する（図 3）。解析結果から事故シ

ナリオのグループ化を行い、EAL の発出から格納容器機能

喪失までの時間、距離別の線量等の EAL 及び防護措置に関

する特徴を整理するための手法を整備する。 

(2) 防護措置実施の検討に関するリスク評価研究【分類③】 

防護措置としては、避難、屋内退避、安定ヨウ素剤服用が

考えられるが、対象やタイミングを考慮することで、実施

可能な防護措置の組合せは変化すると考えられる。このた

め、防護措置の組合せや事故進展等が線量等に及ぼす影響を検討するための解析手法を整備し、前項（EALの検討に関する事故

シナリオに係る研究）の成果も踏まえて確率論的環境影響評価手法を用いた試解析を行う（図 3）ことにより、防護措置の判断

の分岐点になり得る要素をオンサイトとオフサイトの両方から検討する。 

 

 

 

 

 

 

図 2シビアアクシデント発生時の事故進展特徴の整理の例 

 

図 3 炉心損傷からの時間に対する個人の被ばく評価の例 

 

図 2.1.10 ABWR TQUV事象時に GE発出後直ちに行動を開始した場合の 

被ばく線量の経時変化 

Fig. 2.1.10 Time dependent estimated radiation dose (ABWR TQUV sequence scenario b)) 
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行程表 

 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

(1)EAL の検討に関

する事故シナリオ

に係る研究 

 

 

解析モデルの高度

化 

 

海外調査 

 

 ▽学会発表 

 

試解析及びシナリ

オ選定手法の整備 

 

リスク情報の調査 

 

 

シナリオの選定及

び特徴分析手法の

検討 

 

▽論文公表 

 

シナリオと防護措

置を考慮した解析

及び特徴分析 

 

 

 

 

EAL 判断に必要な技

術的知見の取りま

とめ 

(2)防護措置実施の

検討に関するリス

ク評価研究 

 

被ばく解析モデル

の検討 

 

 

防護措置の最適化

に関する手法整備 

 

 

防護措置に関する

知見整理 

 

 

 

 

 

 

確率論的環境影響

評価手法を用いた

試解析 

  

 

EAL 判断に必要な技

術的知見の取りま

とめ 

 

７．実施計画 

【Ｒ３年度の実施内容】 

(1) EALの検討に関する事故シナリオに係る研究【分類③】 

新規制基準における炉心損傷防止対策、格納容器破損防止対策、炉心損傷の緩和、格納容器破損の緩和及び管理放出に関するモ

デルの整備を行うとともに、EAL選定に使用されたシナリオ(10-11)に関する適応性を確認する。 

また、同一 EC 内での異なる EALの補完性、同一 EAL 内での複数の判断基準の整合性並びに核分裂生成物の障壁の喪失及びその

おそれに係る EAL 判断基準の根拠について、海外事例を調査して、我が国の設定条件との比較を行い、最新知見を取りまとめ

る。さらに、解析シナリオ設定への参考情報を取りまとめる。 

(2) 防護措置実施の検討に関するリスク評価研究【分類③】 

沈着モデルのパラメータに関する最新動向を調査し、沈着モデルの見直しに必要な技術的知見を整理するとともに、OSCAAR コ

ードで評価の対象外としている、再浮遊した放射性物質からの外部被ばくを評価するためのモデル及びパラメータ検討を実施

する。 

また、防護措置実施の判断の分岐点になり得る要素をオンサイトとオフサイトの両方から把握するために、線量等の時系列変化

を出力できるように、OSCAAR コードを整備する。 

 

【Ｒ４年度の実施内容】 

(1) EALの検討に関する事故シナリオに係る研究【分類③】 

新規制基準における炉心損傷防止対策、格納容器破損防止対策等を考慮した解析モデルを用いた試解析を実施し、EAL 及び防護

措置に資するためのシナリオを選定するための手法を整備する。 

国内プラントを対象に、事故時の事象進展及びリスク情報について調査し、EC 及び EAL の策定の合理性を高めるためのデータ

及び解析事例について、最新知見を取りまとめる。また、解析シナリオ設定への参考情報を取りまとめる。 

(2) 防護措置実施の検討に関するリスク評価研究【分類③】 

前年度の検討結果を基に、沈着モデル及び被ばくモデルの OSCAARコードへの反映を実施する。さらに、被ばく線量から確定的

影響及び確率的影響を評価するためのモデル更新を検討するとともに、防護措置の効果を検討するために必要となるパラメー

タを調査する。 

また、線量等の時系列変化を活用し、防護措置の組合せ、事故進展等が線量等に及ぼす影響に関する情報を整理するための手法

を整備する。 

 

【Ｒ５年度の実施内容】 

(1) EALの検討に関する事故シナリオに係る研究【分類③】 

新規制基準における炉心損傷防止対策、格納容器破損防止対策等を考慮した解析モデルを用いて試解析を実施し、緩和操作が一

部成功する場合等の組み合わせによって事故進展が遅くなるシナリオ、管理放出等のソースタームの放出形態が特徴的なシナ

リオの選定を行う。また、試解析の結果を用いて特徴の分析を行う。 

(2) 防護措置実施の検討に関するリスク評価研究【分類③】 

前年度の検討結果を基に、被ばく線量から確定的影響及び確率的影響を評価するためのモデル更新を実施するとともに、防護措

置パラメータの OSCAARコードへの反映を実施する。 

また、整備した OSCAARコードを用いて、EAL の検討に関する事故シナリオに係る研究における成果を踏まえ確率論的環境影響評

価手法を用いた試解析を実施し、防護措置の組合せ、事故進展等が線量等に及ぼす影響を整理するための解析手法を整備する。 

 

【Ｒ６年度の実施内容】 

(1)  EALの検討に関する事故シナリオに係る研究【分類③】 
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EALの見直しのために必要な事故シナリオについて、被ばく評価を含む解析を実施する。解析結果から事故シナリオのグループ

化を行い、EALの発出から格納容器機能喪失までの時間、距離別の線量等の EAL及び防護措置に関する特徴を整理するための手

法を整備する。 

(2) 防護措置実施の検討に関するリスク評価研究【分類③】 

前年度に引き続き、試解析を実施し、防護措置の組合せ、事故進展等が線量等に及ぼす影響を整理するための解析手法を整備す

る。 

 

【Ｒ７年度の実施内容】 

(1) EALの検討に関する事故シナリオに係る研究【分類③】 

これまでに実施した複数のシナリオと防護措置を考慮した解析について特徴を分析し、EAL の見直し等に使用する参考情報のま

とめを行う。 

(2) 防護措置実施の検討に関するリスク評価研究【分類③】 

これまでに実施したシナリオと防護措置の組み合わせを考慮した解析について特徴を分析し、防護措置の見直し等に使用する参

考情報のまとめを行う。 
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   新添 多聞 技術研究調査官 

   鈴木 ちひろ 技術研究調査官 

 ○ 小城 烈 技術研究調査官 

 ○ 市川 竜平 技術研究調査官 

   和田山 晃大 技術研究調査官 
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